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上
博
楚
簡
『
従
政
』
は
、
全
体
の
分
篇
や
竹
簡
の
連
接
の
問
題

が
支
障
と
な
っ
て
、
そ
の
内
容
面
の
検
討
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い

な
い
。
そ
こ
で
筆
者
は
前
稿
「
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接

と
分
節
に
つ
い
て
」
に
於
て
、
改
め
て
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て

再
検
討
を
加
え
、
『
従
政
』
が
少
な
く
と
も
十
八
程
度
の
節
か
ら
な

る
こ
と
、
甲
•
乙
の
分
篇
に
は
必
然
性
が
な
い
こ
と
、
釈
文
で
甲

19
簡
と
さ
れ
た
竹
簡
が
『
従
政
』
全
体
の
末
簡
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
、
各
節
に
は
『
論
語
』
『
礼
記
』
な
ど
伝
世
儒
家
系
文
献

に
於
け
る
孔
子
の
言
と
類
似
す
る
文
言
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
『
従
政
』
の
編
纂
意
図
や
思

想
史
的
意
義
な
ど
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ

の
際
、
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
本
資
料
に
於
て
「
従
政
」
者
の

序

言
上
博
楚
簡

『
従
政
』

中
国
研
究
集
刊
騰
号
（
総
36
号
）
平
成
十
六
年
十
二
月

と
儒
家
の

三
ニ
ー
一
五
三
頁

理
想
像
が
「
君
子
」
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
従
政
』

が
理
想
と
す
る
「
君
子
」
「
従
政
」
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
役
人
の
心
得
を
説
い
た

文
献
と
し
て
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」
と
の
関
係
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
『
従
政
』
と
「
為
吏
之
道
」
と
の
比
較
検
討
も
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
以
下
、
『
従
政
』
の
引
用
に
際
し
て
は
、
便
宜
上
、
『
上
海

博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
（
馬
承
源
主
編
、
上
海
古
籍
出
版

社
、
二

0
0
二
年
）
所
収
の
張
光
裕
氏
釈
文
（
以
下
、
「
釈
文
」
と

略
記
す
る
）
に
従
っ
て
竹
簡
番
号
を
記
す
が
、
例
え
ば
、
甲
第
一

簡
に
つ
い
て
は

01
、
乙
第
一
簡
に
つ
い
て
は
乙

01
の
よ
う
に
略
記

す
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
引
用
す
る
原
文
に
つ
い
て
は
、
釈
文

や
『
《
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
》
読
本
』
（
季
旭
昇
主

編
、
万
巻
楼
、
二

0
0
三
『
従
政
』
の
担
当
は
陳
美
蘭
氏
。
以

「
従
政
」

湯

浅

邦

弘
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下
、
『
読
本
』
と
略
記
す
る
）
な
ど
の
諸
説
を
参
考
に
し
て
、
筆
者

な
り
に
釈
読
し
た
も
の
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
、
読
解
に
問
題
が

あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
注
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
？
は

釈
文
が
未
釈
と
す
る
文
字
、
口
は
竹
簡
の
欠
字
箇
所
、
【
】
内
の

文
字
は
、
竹
簡
の
欠
字
を
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
墨
釘
や
重

文
号
な
ど
の
符
号
類
は
省
略
し
た
。

一
、
「
君
子
」
と
「
従
政
」

ま
ず
、
本
資
料
に
於
け
る
「
君
子
」
「
従
政
」
者
と
は
、
主
に
ど

の
よ
う
な
人
を
想
定
し
て
い
る
か
検
討
し
て
み
よ
う
。
改
め
て
本

資
料
に
登
場
す
る
「
君
子
」
を
確
認
す
る
と
、
次
の
八
箇
所
が
指

摘
で
き
る
。

①
0
3
聞
之
日
、
善
人
、
善
人
也
、
是
以
得
賢
士
一
人
、
一
人
翠

…
…

04
四
郡
。
失
賢
士
一
人
、
謗
亦
反
是
。
是
故
君
子
慎
言

而
不
慎
事
。

②
0
5
君
子
不
寛
則
無
0
6
以
容
百
姓
。

③
1
1
聞
之
日
、
可
言
而
不
可
行
、
君
子
不
言
。
可
行
而
不
可
言
、

君
子
不
行
。

④
乙
0
5
君
子
強
行
、
以
待
名
之
至
也
。
君
子
聞
善
言
、
以
改
其

1
1
言
、
見
善
行
、
納
其
身
焉
、
可
謂
學
突
。

⑤
13
聞
之
日
、
君
子
之
相
就
也
、
不
必
在
近
暁
楽
…
・
:

⑥
16
聞
之
日
、
君
子
栗
則
治
正
、
憂
則
【
…
…
】

⑦
1
7
是
以
日
君
子
難
得
而
易
使
也
。

⑧
19
君
子
不
以
流
言
傷
人
。

こ
の
内
①
は
、
「
善
人
と
は
人
を
善
み
す
る
な
り
」
と
い
う

人
」
の
定
義
か
ら
説
き
起
こ
す
も
の
で
あ
る
が
、
最
終
的
に
は
、

「
是
の
故
に
君
子
は
言
を
慎
む
も
而
し
て
事
を
慎
ま
ず
」
と
さ
れ

て
お
り
、
「
善
人
」
「
君
子
」
が
ほ
ぼ
同
意
で
使
わ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
善
人
」
「
君
子
」
は
他
者
を
評
価
す
る
「
言
」

に
つ
い
て
は
慎
重
に
、
し
か
し
賢
者
を
登
用
す
る
と
い
う
行
動
に

つ
い
て
は
果
敢
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、

こ
の
「
善
人
」
「
君
子
」
は
、
国
政
に
参
与
し
、
「
賢
者
」
を
登
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
位
に
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

前
稿
に
取
り
上
げ
た
『
論
語
』
の
用
例
で
も
、
「
善
人
」
は
単
な
る

善
良
な
人
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
国
政
を
執
る
為
政
者
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
「
君
子
」
の
性
格
は
、
②
の
「
君
子
寛
な
ら
ざ
れ
ば

則
ち
百
姓
を
容
る
る
無
し
」
に
も
窺
え
る
。
こ
の
「
君
子
」
も
、

単
な
る
人
格
者
と
い
う
の
で
は
な
く
、
広
く
民
の
統
治
に
関
わ
る

人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
⑥
も
竹
簡
の
残
欠
で
全

体
の
文
意
は
つ
か
み
に
く
い
が
、
「
君
子
楽
し
め
ば
、
則
ち
治
正
し
」

と
、
や
は
り
君
子
の
「
楽
」
と
い
う
精
神
状
態
が
統
治
の
正
し
さ

に
直
結
す
る
と
説
い
て
い
る
。

乙
03復。
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方
、
「
従
政
」
の
語
は
次
の
四
箇
所
に
見
え
る
。

.
0
5
聞
之
日
、
従
政
、
敦
五
徳
、
固
三
誓
、
除
十
怨
。
五
徳
、

一
日
寛
、
二
日
恭
、
三
日
恵
、
四
日
仁
、
五
日
敬
。
君
子
不

寛
則
無

06
以
容
百
姓
、
不
恭
則
無
以
除
辱
、
不
恵
則
無
以
緊

民
、
不
仁

07
則
無
以
行
政
、
不
敬
則
事
無
成
。
三
誓
持
行
、

見
上
卒
食
。

.
0
8
聞
之
日
、
従
政
有
七
幾
、
獄
則
興
、
威
則
民
不
道
、
歯
則

失
衆
、
猛
則
亡
親
、
罰
則
民
逃
、
好
【
勇
】

09
…
…
則
民
作

乱
。
凡
此
七
者
、
政
之
所
殆
也
。

•
【
聞
之
】1
0日
、
従
政
所
務
三
、
敬
、
謙
、
信
。
信
則
得
衆
、

謙
則
遠
戻
、
遠
戻
所
以
：
・
…

•
乙
0
3
聞
之
日
、
従
政
、
不
治
則
乱
、
治
也
至
則
□
…
…

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
「
従
政
」
の
要
点
を
「
五
徳
」
「
七

幾
」
「
三
」
な
ど
と
し
て
概
括
的
に
論
ず
る
一
方
、
そ
れ
が
民
の
支

持
や
国
政
の
是
非
に
大
き
な
影
脚
を
与
え
る
と
す
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
右
の
「
君
子
」
同
様
、
そ
れ
ら
の
要
件
は
、
単
に
そ
の

「
従
政
」
者
の
内
面
的
徳
性
を
言
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
履

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
百
姓
を
容
」
れ
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
「
民

を
緊
」
め
た
り
、
行
政
を
的
確
に
行
っ
た
り
、
事
業
を
成
就
し
た

り
で
き
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
君
子
」
「
従
政
」
者
が

決
し
て
末
端
の
「
吏
」
な
ど
で
は
な
く
、
国
政
を
左
右
で
き
る
立

場
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
従
政
」
と
は
、
相
当
に
重
い

意
味
を
持
っ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
「
従
政
」
理
解
に
問
題
が
な
い
か
ど
う

か
、
念
の
た
め
伝
世
儒
家
系
文
献
の
中
で
、
「
従
政
」
が
ど
の
よ
う

に
説
か
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
み
た
い
。
ま
ず
『
論
語
』
を

除
く
関
係
資
料
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

①
御
史
掌
邦
國
都
郡
及
萬
民
之
治
令
、
以
賛
家
宰
。
凡
治
者
受

法
令
焉
、
掌
賛
書
。
凡
敷
蜀
朗
紺
i

。
(
『
周
礼
』
春
官
宗
伯
・

御
史
）

②
凡
三
王
養
老
、
皆
引
年
。
八
十
者
、
一
子
不
刷
刻
[
‘
九
十
者
、

其
家
不
従
政
、
暖
疾
非
人
不
養
者
、
一
人
不
従
政
、
父
母
之

喪
、
三
年
不
従
政
、
齊
衰
大
功
之
喪
、
三
月
不
従
政
、
将
徒

（
徒
）
於
諸
侯
、
三
月
不
従
政
、
自
諸
侯
束
徒
家
、
期
不
従

政
。
（
『
礼
記
』
王
制
篇
、
内
則
篇
に
も
ほ
ぼ
同
文
あ
り
）

③
三
年
之
喪
、
祥
而
従
政
、
期
之
喪
、
卒
哭
而
従
政
、
九
月
之

喪
、
既
葬
而
従
政
、
小
功
網
之
喪
、
既
蹟
而
従
政
。
（
『
礼
記
』

雑
記
下
篇
）

④
伍
参
言
於
王
曰
、
晋
之

iI新、
未
能
行
令
。
（
『
左
伝
』

宣
公
十
二
年
）

⑤
従
政
一
年
。
（
『
左
伝
』
襄
公
三
十
年
）

⑥
子
産
之
従
政
也
、
揮
能
而
使
之
、
隅
簡
子
能
断
大
事
。
（
『
左

伝
』
襄
公
三
十
一
年
）

⑦
我
先
君
穆
公
之
冑
、
子
良
之
孫
、
子
耳
之
子
、
畝
邑
之
卿
、

(134) 



従
政
三
世
突
。
（
『
左
伝
』
昭
公
七
年
）

⑧
王
日
、
蹄
、
紺
劉
如
他
日
。
（
『
左
伝
』
昭
公
二
十
年
）

⑨
季
孫
日
、
子
家
子
蔽
＿
言
於
我
、
未
嘗
不
中
吾
志
也
。
吾
欲
輿

之
蜀
剥
‘
子
必
止
之
、
且
聴
命
焉
。
（
『
左
伝
』
定
公
元
年
）

⑩
天
王
使
例
叔
之
子
束
聘
。
例
叔
之
子
者
何
、
天
子
之
大
夫
也
、

其
稲
例
叔
之
子
何
、
誤
、
何
誤
爾
、
談
父
老
、
子
代
紺
朗
諏
l

。

（
『
公
羊
伝
』
桓
公
五
年
）

⑪
冬
、
曹
伯
使
其
世
子
射
姑
束
朝
。
諸
侯
束
日
朝
、
此
世
子
也
、

其
言
朝
何
、
春
秋
有
誤
父
老
、
子
代
紺
即
差
1

、
則
未
知
其
在

齊
輿
、
曹
輿
。
（
『
公
羊
伝
』
桓
公
五
年
）

①
は
『
周
礼
』
の
用
例
で
、
「
公
卿
」
以
下
「
詈
徒
」
に
至
る
ま

で
の
官
僚
に
つ
い
て
「
従
政
者
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
鄭
注
に

「
自
公
卿
以
下
至
宵
徒
凡
数
、
及
其
見
在
空
峡
者
。
鄭
司
農
讀
言

掌
賛
書
数
。
書
数
者
綬
證
三
百
、
曲
證
三
千
、
法
度
皆
在
。
玄
以

為
不
辟
、
故
改
之
云
」
と
説
く
。
包
括
す
る
範
囲
は
か
な
り
広
い

と
言
え
よ
う
。

②
は
『
礼
記
』
の
用
例
で
、
卿
大
夫
士
か
ら
庶
人
に
至
る
ま
で

の
「
養
老
」
「
喪
」
「
徒
遷
」
の
場
合
の
「
不
従
政
」
に
つ
い
て
述

べ
る
も
の
で
あ
る
。
孔
穎
達
疏
に
「
此
一
節
明
獲
致
仕
老
及
庶
人

老
給
賜
之
事
、
各
依
文
解
之
」
と
あ
る
。
「
将
徒
至
従
政
」
に
つ
い

て
は
、
「
此
謂
大
夫
采
地
之
民
、
徒
於
諸
侯
為
民
、
以
其
新
徒
、
嘗

須
復
除
。
但
諸
侯
地
寛
役
少
、
為
人
所
欲
、
故
惟
三
月
不
従
政
」

と
あ
り
、
ま
た
「
自
諸
侯
束
徒
於
家
」
に
つ
い
て
は
「
謂
諸
侯
之

民
、
束
徒
於
大
夫
之
邑
、
以
大
夫
役
多
地
狭
、
欲
令
人
貪
之
、
故

期
不
従
政
」
と
説
く
。
同
様
に
、
士
大
夫
の
喪
中
の
「
不
従
政
」

に
つ
い
て
説
く
の
が
③
で
あ
る
。

④
か
ら
⑨
ま
で
は
『
左
伝
』
の
用
例
で
あ
る
。
ま
ず
④
は
、
楚

王
の
寵
臣
「
伍
参
」
が
会
戦
を
進
言
す
る
際
に
、
敵
（
晋
）
の
「
従

政
者
」
は
新
人
で
命
令
が
徹
底
で
き
な
い
と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
「
従
政
」
者
は
、
具
体
的
に
は
晋
の
中
軍
の
将
で
あ
る

旬
林
父
を
指
す
。

⑤
は
鄭
の
子
産
に
つ
い
て
説
く
も
の
で
、
子
産
が
政
務
を
執
っ

て
一
年
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
⑥
も
同
様
で
、
子
産
の
「
従
政
」

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
有
能
な
者
を
登
用
し
た
点
が
「
従

政
」
の
具
体
的
内
容
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
⑦
は
、
子

産
が
良
害
（
伯
有
）
の
家
柄
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
良

雷
は
鄭
国
で
三
代
続
い
た
「
卿
」
の
「
従
政
」
者
の
家
柄
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

⑧
は
、
楚
王
（
平
王
）
が
城
父
司
馬
の
蔀
揚
に
対
し
て
、
城
父

の
地
に
帰
っ
て
こ
れ
ま
で
通
り
政
務
に
従
事
せ
よ
と
命
令
し
た
も

の
で
あ
る
。
⑨
は
、
魯
の
季
孫
（
季
平
子
）
の
言
で
、
子
家
子
（
子

家
覇
）
と
と
も
に
政
治
に
あ
た
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

⑩
は
『
公
羊
伝
』
の
用
例
で
、
「
天
子
の
大
夫
」
た
る
「
例
叔
之

に
つ
い
て
、
父
老
」
に
代
わ
っ
て
「
従
政
」
す
る
点
が
批
判
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さ
れ
て
い
る
。
⑪
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
伝
世
儒
家
系
文
献
に
於
て
「
従
政
」
の
語
は
数

多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
要
す
る
に
政
務
に

従
事
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ン
ク
の
「
従
政
」
者

が
包
括
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
そ
の
中
で
も
特
徴
的
な
の

は
、
国
家
の
重
臣
や
世
継
ぎ
の
地
位
に
あ
る
者
が
想
定
さ
れ
て
い

る
場
合
で
あ
る
。
具
体
的
に
特
定
で
き
る
の
は
、
鄭
の
子
産
、
鄭

の
良
霜
（
伯
有
）
（
代
々
卿
の
家
柄
）
、
楚
の
城
父
司
馬
の
癒
揚
、

魯
の
子
家
子
（
子
家
覇
）
な
ど
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
王
や
君
主
で

は
な
い
も
の
の
、
直
接
国
政
に
参
与
し
、
国
家
の
運
営
に
強
い
影

響
力
を
持
つ
従
政
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
と
異
な
る
用
例
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
『
詩

経
』
国
風
召
南
殷
其
雷
の
詩
序
に
「
殷
其
雷
、
勧
以
義
也
。
召
南

之
大
夫
遠
行
紺
國
‘
不
追
寧
慮
、
其
室
家
能
閃
其
勤
勢
、
勘
以
義

也
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
出
役
し
た
夫
の
帰
り
を
待
っ
婦
人
の
詩

の
中
で
、
「
召
南
之
大
夫
」
に
つ
い
て
「
遠
く
行
き
て
政
に
従
」
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
集
伝
は
「
婦
人
其
の
君
子
珀
副
L

し
て
外
に

在
る
を
以
て
之
を
思
念
す
」
と
説
く
。
つ
ま
り
、
賦
役
に
従
事
す

る
と
い
う
意
味
に
な
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
用
例
は
む
し
ろ

例
外
的
で
あ
る
。
ま
た
、
『
礼
記
』
哀
公
問
篇
に
「
公
日
、
敢
問
何

謂
劉
図
‘
孔
子
封
日
、
政
者
正
也
、
君
為
正
、
則
百
姓
従
政
突
、

君
之
所
為
、
百
姓
之
所
従
也
、
君
所
不
為
、
百
姓
何
従
」
と
あ
る

の
は
、
の
政
治
に
百
姓
」
が
従
う
意
で
、
や
は
り
例
外
と

し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
百
姓
が
執
政
す
る
訳
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
と
の
類
似
点
も
多
か
っ
た
『
論

語
』
に
於
て
、
「
従
政
」
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

①
季
康
子
問
仲
由
可
使
従
政
也
輿
、
子
曰
、
由
也
果
、
於
従
政

乎
何
有
、
日
、
賜
也
可
使
従
政
也
輿
、
日
、
賜
也
達
、
於
従

政
乎
何
有
、
日
、
求
也
可
使
従
政
也
輿
、
日
、
求
也
藝
、
於

従
政
乎
何
有
。
（
薙
也
篇
）

②
子
日
、
荀
正
其
身
突
、
於
従
政
乎
何
有
、
不
能
正
其
身
、
如

正
人
何
。
（
子
路
篇
）

③
子
貢
問
日
、
何
如
斯
可
謂
之
士
突
。
子
日
、
行
己
有
恥
、
使

於
四
方
、
不
辱
君
命
、
可
謂
士
突
。
日
、
敢
問
其
次
。
日
、

宗
族
稲
孝
焉
、
郷
黛
稲
弟
焉
。
日
、
敢
問
其
次
。
日
、
言
必

信
、
行
必
果
、
磋
磋
然
小
人
哉
（
也
）
、
抑
亦
可
以
為
次
芙
゜

日
、
今
之
従
政
者
何
如
、
子
日
、
唸
、
斗
筍
之
人
、
何
足
算

也
。
（
子
路
篇
）

④
楚
狂
接
輿
、
歌
而
過
孔
子
日
、
鳳
分
、
鳳
分
、
何
徳
之
衰
、

往
者
不
可
諫
、
束
者
猶
可
追
、
巳
而
、
已
而
。
今
之
従
政
者

痢
而
、
孔
子
下
、
欲
輿
之
言
、
趨
而
辟
之
、
不
得
輿
之
言
。

（
微
子
篇
）

⑤
子
張
問
於
孔
子
日
、
何
如
斯
可
以
従
政
突
、
子
日
、
尊
五
美
、

屏
四
悪
、
斯
可
以
従
政
突
、
子
張
日
、
何
謂
五
美
、
子
日
、
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君
子
恵
而
不
費
、
努
而
不
怨
、
欲
而
不
貪
、
泰
而
不
験
、
威

而
不
猛
、
子
張
日
、
何
謂
恵
而
不
費
、
子
日
、
因
民
之
所
利

而
利
之
、
斯
不
亦
恵
而
不
費
乎
、
揮
可
勢
而
勢
之
、
又
誰
怨
、

欲
仁
而
得
仁
、
又
焉
貪
、
君
子
無
衆
寡
、
無
小
大
、
無
敢
慢
、

斯
不
亦
泰
而
不
騒
乎
、
君
子
正
其
衣
冠
、
尊
其
瞭
視
、
徽
然

人
望
而
畏
之
、
斯
不
亦
威
而
不
猛
乎
、
子
張
日
、
何
謂
四
悪
、

子
日
、
不
教
而
殺
、
謂
之
虐
、
不
戒
視
成
、
謂
之
暴
、
慢
令

致
期
謂
之
賊
、
猶
之
輿
人
也
、
出
納
之
吝
‘
謂
之
有
司
。
（
党

日
篇
）

①
は
、
魯
の
家
老
の
季
康
子
が
、
子
路
・
子
貢
•
再
求
（
子
有
）

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
従
政
」
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
人
物
で
あ

る
か
と
孔
子
に
質
問
し
た
の
に
対
し
、
孔
子
が
三
人
と
も
「
従
政
」

可
能
で
あ
る
と
批
評
し
た
も
の
で
あ
る
。
評
価
の
理
由
は
、
子
路

に
つ
い
て
は
「
果
（
果
断
で
あ
る
）
」
、
子
貢
は
「
達
（
道
理
に
通

達
し
て
い
る
）
」
、
子
有
は
「
藝
（
才
能
豊
か
で
あ
る
）
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
、
再
求
•
子
路
は
「
孔
門
十
哲
」
の
「
政

事
」
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
政
治
的
能
力
が
高
い
と
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
「
従
政
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
朱
子
『
集
注
』
は
「
従

政
、
謂
為
大
夫
」
と
説
き
、
張
自
烈
『
四
書
大
全
琲
』
も
「
為
政

者
君
、
執
政
者
卿
、
従
政
者
大
夫
也
」
と
解
す
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
「
従
政
」
の
類
縁
概
念
で
あ
る
「
為
政
」
を
検
討
す
る
際

に
改
め
て
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

②
は
孔
子
の
言
葉
で
、
「
従
政
」
の
際
に
ま
ず
己
の
身
を
正
す
こ

と
の
重
要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
刑
昂
疏
に
「
正
義
曰
、
此

章
言
政
者
正
也
。
欲
正
他
人
、
在
先
正
其
身
也
。
荀
誠
也
。
誠
能

自
正
其
身
、
則
於
従
政
乎
何
有
言
不
難
也
」
と
あ
る
通
り
、
「
他
人

を
正
す
」
立
場
の
執
政
者
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

③
に
於
て
、
子
貢
は
初
め
「
何
如
な
れ
ば
斯
ち
之
を
士
と
謂
う

べ
き
か
」
と
「
士
」
に
つ
い
て
問
い
、
そ
の
「
次
」
は
、
そ
の
「
次
」

は
と
、
ラ
ン
ク
を
下
げ
な
が
ら
問
い
を
続
け
、
最
後
は
「
（
今
之
）

従
政
者
」
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
初
め
の
問
い
に
対
す
る
孔

子
の
答
え
は
、
「
行
己
有
恥
、
使
於
四
方
、
不
辱
君
命
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
孔
子
も
、
「
士
」
た
る
「
従
政
」
者
と
は
本
来
こ
の
よ

う
な
重
責
を
担
う
人
だ
っ
た
と
考
え
て
い
た
訳
で
あ
る
。
な
お
、

孔
子
が
「
何
ぞ
算
う
る
に
足
ら
ん
や
」
と
し
た
「
今
之
従
政
者
」

に
つ
い
て
、
朱
子
『
集
注
』
は
「
蓋
如
魯
三
家
之
隔
」
と
説
い
て

い
る
。④
は
、
楚
の
「
狂
接
輿
」
が
、
執
政
の
意
欲
を
持
つ
孔
子
に
対

し
て
「
今
之
従
政
者
殆
而
」
と
椰
楡
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
は
党
日
篇
の
一
節
で
あ
り
、
子
張
と
孔
子
と
の
問
答
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
如
何
な
れ
ば
斯
れ
以
て
政
に
従
う
べ
き
」

と
い
う
子
張
の
問
に
対
し
て
、
孔
子
は
「
五
美
を
尊
び
、
四
悪
を

屏
く
れ
ば
、
斯
れ
以
て
政
に
従
う
べ
し
」
と
答
え
て
い
る
。
「
従
政
」
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の
条
件
と
し
て
か
な
り
高
い
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
先
述
の
通
り
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
と
の
類
似
点
と
し

て
注
目
さ
れ
る
一
段
で
あ
る
。
こ
の
「
従
政
」
も
、
例
え
ば
、
「
五

美
」
の
一
番
目
の
要
素
に
つ
い
て
の
説
明
で
「
民
の
利
す
る
所
に

因
り
て
之
を
利
す
、
斯
れ
亦
た
恵
し
て
費
さ
ざ
る
に
あ
ら
ず
や
」

と
あ
る
通
り
、
や
は
り
「
民
」
の
統
治
と
い
う
こ
と
が
念
頭
に
置

か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
『
論
語
義
疏
』
も
「
言
刷
刻
乏

道
、
能
令
民
下
荷
於
潤
恵
、
而
我
無
所
費
損
、
故
云
恵
而
不
費
」

と
か
、
「
四
悪
」
に
つ
い
て
の
注
解
の
中
で
「
鋤
朗
う
涵
営
心
先
施
教
、

教
若
不
従
、
然
後
乃
殺
」
な
ど
と
、
こ
れ
を
「
為
政
」
と
言
い
換

え
て
注
釈
を
施
し
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
発
日
篇
に
つ
い
て
改
め
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
「
古

論
語
」
の
篇
次
に
関
す
る
旧
説
で
あ
る
。
魯
論
語
、
斉
論
語
、
古

論
語
の
内
、
古
論
語
は
も
と
も
と
尭
日
篇
後
半
の
「
子
張
問
」
以

下
を
別
篇
と
し
て
「
子
張
問
」
篇
と
し
、
計
二
十
一
篇
か
ら
成
っ

て
い
た
と
い
う
（
注
1
)
。
ま
た
、
そ
の
刑
昂
疏
に
「
如
淳
日
、
分
党

日
篇
後
子
張
問
、
何
如
可
以
従
政
以
下
為
篇
名
、
日
従
政
。
其
篇

次
又
不
典
齊
魯
論
同
。
新
論
云
、
文
異
者
四
百
餘
字
」
と
あ
る
よ

う
に
、
こ
の
発
日
篇
後
半
を
、
古
く
は
「
従
政
」
篇
と
称
し
て
い

た
と
い
う
説
も
あ
る
。
「
従
政
」
は
、
儒
家
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
概
念
で
あ
り
、
『
論
語
』
の
一
篇
を
構
成
す
る
ほ
ど
の
意
義
を
有

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「
従
政
」
の
類
縁
概
念
と
し
て
、
こ
こ
で
「
為
政
」

に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
右
の
よ
う
に
、
『
論
語
義
疏
』
が
「
呼

政
」
を
「
為
政
」
と
言
い
換
え
て
注
釈
を
施
し
て
い
る
よ
う
に
、

政
治
に
携
わ
る
と
い
う
点
で
は
、
「
従
政
」
「
為
政
」
は
ほ
ぼ
同
意

だ
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

『
論
語
』
為
政
篇
で
は
、
孔
子
が
「
政
を
為
す
に
徳
を
以
て
す
」

と
述
べ
、
ま
た
、
あ
る
人
が
孔
子
に
対
し
て
「
子
、
羹
ぞ
政
を
為

さ
ざ
ら
ん
や
」
と
皮
肉
を
浴
び
せ
る
。
ま
た
、
子
路
篇
で
は
「
衛

の
君
、
子
を
待
ち
て
政
を
為
さ
ば
、
子
は
将
に
羹
を
か
先
に
せ
ん

と
す
」
と
子
路
が
問
い
、
顔
淵
篇
で
は
、
季
康
子
が
政
治
に
つ
い

て
質
問
し
た
の
に
対
し
て
孔
子
が
「
子
政
を
為
す
に
、
焉
ん
ぞ
殺

を
用
い
ん
」
と
答
え
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
「
為
政
」
の
語
を

「
従
政
」
と
置
き
換
え
て
も
、
文
意
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は

生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
国
政
に
参
与
す
る
点
で
は
、

類
似
の
概
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
、
強
い
て
違
い
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、
「
為
政
」
の
側
に
は
、

国
政
の
実
権
を
掌
握
す
る
執
政
者
を
、
特
に
念
頭
に
置
い
て
い
る

場
合
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
為
政
篇
の
用
例
に
つ
い
て
は
、

荻
生
祖
練
『
論
語
徴
』
が
「
為
政
、
乗
政
也
」
と
言
い
換
え
て
い

る
。
ほ
ぼ
「
執
政
」
と
同
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま

た
子
路
篇
の
用
例
で
は
、
「
為
政
」
の
主
体
は
衛
の
君
主
で
あ
り
、

顔
淵
篇
の
場
合
は
、
魯
の
実
権
を
握
る
家
老
の
季
康
子
と
い
う
こ
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と
に
な
る
。

ま
た
、
前
記
の
よ
う
に
、
薙
也
篇
の
「
従
政
」
解
説
に
於
て
、

「
為
政
」
と
「
従
政
」
と
の
相
違
を
執
政
者
の
身
分
の
差
と
す
る

見
方
も
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
「
為
政
」
者
と
さ
れ
る
の
は
「
君
主
」

で
あ
り
、
「
従
政
」
者
と
さ
れ
る
の
は
「
大
夫
」
で
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
、
両
者
の
相
違
を
単
な
る
身
分
差
と
捉
え
て
良
い
か
、
特
に

「
従
政
」
者
を
「
大
夫
」
に
特
定
し
て
良
い
か
に
つ
い
て
は
、
右

の
『
左
伝
』
の
用
例
か
ら
も
、
や
や
疑
問
が
持
た
れ
る
。
た
だ
「
為

政
」
者
が
「
君
」
ま
た
は
事
実
上
そ
れ
に
代
わ
る
執
政
者
を
指
し

て
い
る
場
合
が
あ
る
点
に
は
十
分
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
為
政
」
の
用
例
を
『
左
伝
』
か
ら
挙
げ
れ
ば
、
斉

公
に
つ
い
て
、
「
諮
公
の
政
を
為
す
に
順
わ
ざ
れ
ば
な
り
」
（
文
公

十
四
年
）
と
あ
り
、
ま
た
、
「
為
政
」
者
と
し
て
「
苑
宣
子
」
（
襄

公
二
十
四
年
）
や
「
趙
文
子
」
（
襄
公
二
十
五
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
場
合
も
あ
る
。
更
に
、
鄭
の
子
産
に
つ
い
て
は
、
「
従
政
」
者

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
例
を
先
に
指
摘
し
た
が
、
一
方
で
、
「
為
政
」

者
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
襄
公
三
十
年
条
で
は
、
鄭
子
皮
が
子

産
に
国
政
を
「
授
」
け
よ
う
と
し
、
子
産
は
一
旦
辞
退
し
た
後
に

受
諾
し
、
「
政
を
為
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
子
産
は
鄭
の
君
主
で

は
な
い
が
、
鄭
子
皮
か
ら
国
政
を
委
ね
ら
れ
、
事
実
上
の
最
高
責

任
者
と
し
て
執
政
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
子
産
が
亡

く
な
る
直
前
に
は
、
次
の
執
政
者
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
子

の
大
叔
に
対
し
て
、
「
我
死
せ
ば
、
子
必
ず
政
を
為
さ
ん
」
（
昭
公

二
十
年
）
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
陽
虎
が
斉
の
実
権
を
掌
握
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
定
公

七
年
条
で
は
、
「
陽
虎
、
之
に
居
り
て
以
て
政
を
為
す
」
と
さ
れ
て

い
る
。
陽
虎
は
、
魯
の
季
平
子
に
仕
え
て
い
た
大
夫
で
、
反
乱
を

起
こ
し
て
斉
に
逃
れ
た
。
言
わ
ば
権
力
の
築
奪
者
で
あ
っ
て
、
君

主
で
も
卿
で
も
な
い
が
、
力
に
よ
る
政
権
の
掌
握
を
果
た
し
、
一

時
的
で
は
あ
る
が
実
際
に
国
政
を
動
か
し
た
こ
と
に
よ
り
、
「
為
政
」

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
為
政
」
は
、
君
主
か
卿
か
大
夫
か
慕
奪
者
か
な

ど
は
別
と
し
て
、
事
実
上
国
政
を
掌
握
し
た
者
が
執
政
す
る
こ
と

を
言
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
子
産
の
例
の
よ
う
に
、

そ
れ
を
「
従
政
」
と
も
「
為
政
」
と
も
言
う
場
合
が
あ
り
、
明
確

な
区
分
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
右
の
よ
う
な
「
為
政
」
の
例
は
、

逆
に
「
従
政
」
と
は
何
か
を
考
え
る
際
の
―
つ
の
手
が
か
り
と
な

り
、
更
に
は
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
が
、
な
ぜ
「
為
政
」
で
は
な

く
「
従
政
」
の
語
を
使
う
の
か
を
考
え
る
場
合
に
も
重
要
な
指
標

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
総
合
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
と

し
、
次
に
、
『
従
政
』
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
睡
虎
地
秦
簡

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。
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二
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
の
「
吏
」

一
九
七
五
年
に
発
見
さ
れ
た
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
は
、
秦
の
統
治

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
、
既
に

多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
、
秦
律
の
内
容
の
分

析
に
よ
っ
て
秦
の
法
治
の
理
念
を
析
出
す
る
一
方
、
「
語
書
」
や
「
為

吏
之
道
」
の
分
析
を
通
し
て
秦
の
法
思
想
と
末
端
統
治
と
の
関
係

に
つ
い
て
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
（
注
2
)
0

こ
の
内
、
『
従
政
』
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
為
吏
之

道
」
は
、
吏
の
心
得
を
ほ
ぼ
四
字
句
ず
つ
に
ま
と
め
た
文
書
で
あ

る
。
全
体
は
竹
簡
五
十
一
枚
、
全
五
段
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
。
第

一
簡
第
一
段
冒
頭
に
「
．
凡
為
吏
之
道
」
と
あ
り
、
読
者
は
、
こ

こ
か
ら
第
一
段
を
右
か
ら
左
へ
と
読
ん
だ
後
、
再
び
第
一
簡
に
戻

っ
て
二
段
目
を
右
か
ら
左
へ
と
読
み
進
む
（
注
3
)
。
以
下
同
様
に
し

て
、
第
三
段
、
第
四
段
、
第
五
段
へ
と
視
線
を
移
動
す
る
こ
と
と

な
る
。
文
末
は
第
三
十
七
簡
の
五
段
目
で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
態

か
ら
、
「
為
吏
之
道
」
は
、
掲
示
や
暗
唱
な
ど
の
用
途
を
も
考
慮
し

て
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

内
容
は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
。
同
時
に
発
見
さ
れ
た
「
語
書
」

が
南
郡
太
守
の
布
告
文
で
、
秦
の
法
治
の
貫
徹
を
指
示
す
る
内
容

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
為
吏
之
道
」
は
、
そ
の
基
本
的
な
性
格
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
、
法
家
的
で
あ
る
と
す
る
も
の
、

あ
る
い
は
む
し
ろ
儒
家
的
で
あ
る
と
す
る
も
の
な
ど
、
異
な
る
意

見
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
背
景
に
は
、
「
為
吏
之
道
」
の
内
容

が
多
岐
に
わ
た
り
、
単
純
に
法
家
的
か
、
儒
家
的
か
と
い
う
観
点

で
は
割
り
切
れ
な
い
と
い
う
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
内
、
儒
家
的
だ
と
さ
れ
る
部
分
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
（
注
4
)
0

．
吏
有
五
善
。
一
日
忠
信
敬
上
、
二
日
清
廉
母
謗
、
三
日
學
事

審
嘗
、
四
日
喜
為
善
行
、
五
日
恭
敬
多
譲
。
五
者
畢
至
、
必

有
大
賞
。
（
吏
に
五
善
有
り
。
一
に
日
く
忠
信
に
し
て
上
を
敬

そ
'
)

う
。
―
一
に
日
＜
清
廉
に
し
て
謗
る
こ
と
母
し
。
三
に
日
く
事

を
挙
ぐ
る
に
審
ら
か
に
当
た
る
。
四
に
日
＜
喜
び
て
善
行
を

為
す
。
五
に
日
＜
恭
敬
に
し
て
譲
る
こ
と
多
し
。
五
者
畢
＜

至
れ
ば
、
必
ず
大
賞
有
り
。
）
（
ニ

0
6
S
1
2
)

．
吏
有
五
失
。
一
日
誇
以
遮
、
二
曰
貴
以
泰
、
三
日
撹
袈
割
、

…
…
五
日
非
上
、
身
及
於
死
。
（
吏
に
五
失
有
り
。
一
に
日
<

誇
り
て
以
て
進
（
奢
修
）
、
二
に
日
＜
貰
く
し
て
以
て
泰
‘
二

に
日
＜
撹
に
袈
割
す
、
・
・
・
・
・
・
五
に
日
＜
上
を
非
る
。
身
死
に

及
ぶ
。
）
（
ニ
1
3
s
3
2
)

こ
こ
に
は
吏
の
「
五
善
」
と
し
て
、
「
忠
信
」
や
「
恭
敬
」
な
ど
、

確
か
に
儒
家
の
徳
目
を
想
起
さ
せ
る
語
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
儒
家
的
と
は
言
え
ず
、
「
五
失
」
と
の
対
応

を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
法
家
的
観
点
、
中
央
集
権
的
発
想
で
統
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さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
五
善
」
「
五
失
」

は
、
最
終
的
に
「
五
者
畢
＜
至
れ
ば
、
必
ず
大
賞
有
り
」
「
身
死
に

及
ぶ
」
な
ど
信
賞
必
罰
の
思
考
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
忠
信
」
や
「
恭
敬
」
な
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
儒

家
の
徳
目
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
信
賞
必
罰
を

機
能
さ
せ
る
た
め
の
指
標
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
一
節
も
あ
り
、
儒
家
的
徳
目
を
提
示
し
た

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

君
懐
臣
忠
、
父
慈
子
孝
、
政
之
本
也
。
志
徹
官
治
、
上
明
下

聴
、
治
之
紀
也
。
（
君
懐
に
し
て
臣
忠
、
父
慈
に
し
て
子
孝
な

る
は
、
政
の
本
な
り
。
志
徹
し
て
官
治
ま
り
、
上
明
に
し
て

下
聴
く
は
、
治
の
紀
な
り
。
）
（
ニ
4
6
s
4
9
)

た
だ
、
こ
れ
も
単
純
に
儒
家
的
と
言
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
一
見
儒
家
的
と
思
わ
れ
る
要
素
「
君

懐
臣
忠
、
父
慈
子
孝
」
を
「
政
之
本
」
、
そ
れ
と
は
逆
に
法
家
思
想

を
初
彿
と
さ
せ
る
機
能
的
要
素
「
志
徹
官
治
、
上
明
下
聴
」
を
「
治

之
紀
」
と
し
て
統
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
一
段
は
、

単
に
諸
思
想
が
雑
然
と
併
置
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

両
要
素
が
―
つ
の
文
脈
の
上
に
意
図
的
に
折
衷
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
為
吏
之
道
」
に
は
、
一
見
儒
家
的
と
思
わ
れ
る

内
容
も
見
ら
れ
る
が
、
『
従
政
』
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
そ
の

は
歴
然
と
し
て
い
る
。
「
為
吏
之
道
」
で
儒
家
的
と
さ
れ
る
の
は
、

「
忠
信
」
や
「
恭
敬
」
な
ど
あ
く
ま
で
一
部
の
語
で
あ
り
、
し
か

も
そ
れ
は
信
賞
必
罰
的
な
文
脈
の
中
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
従
政
』
は
、
『
論
語
』
や
『
礼
記
』
な
ど
伝

世
儒
家
系
文
献
と
内
容
面
に
於
け
る
類
似
性
が
極
め
て
高
い
。
中

に
は
、
孔
子
の
言
葉
と
酷
似
す
る
文
言
も
「
聞
之
曰
」
と
し
て
記

さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
従
政
」
者
の
理
想
の
姿
が
「
君

子
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
「
為
吏
之
道
」
と
は
明
ら
か
に
編

纂
の
意
図
が
異
な
る
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
「
為
吏
之
道
」
に
は
、
『
従
政
』
に
は
存
在
し
な
い
次
の

よ
う
な
要
素
が
見
ら
れ
る
。

治
則
敬
自
頼
之
、
施
而
息
之
、
寧
而
牧
之
。
聴
其
有
矢
、
従

而
則
之
、
因
而
徴
之
、
将
而
興
之
、
雖
有
高
山
、
鼓
而
乗
之
。

（
治
む
る
に
は
則
ち
敬
い
て
之
を
頼
み
、
施
し
て
之
を
息
め
、

寧
し
て
之
を
牧
う
。
其
の
矢
（
陳
述
）
有
る
を
聴
き
、
従
い

て
之
を
則
し
、
因
り
て
之
を
徴
し
、
将
い
て
之
を
興
せ
ば
、

高
山
有
り
と
雖
も
、
鼓
し
て
之
に
乗
ぜ
し
む
。
）
（
四
1
4
S
2
3
)

こ
れ
は
、
「
為
吏
之
道
」
の
道
家
的
性
格
を
示
す
と
さ
れ
る
部
分

で
あ
る
。
こ
の
内
、
「
施
而
息
之
、
寧
而
牧
之
（
民
に
施
し
を
し
て

休
養
を
取
ら
せ
、
安
寧
に
し
て
養
う
）
」
の
部
分
の
み
を
取
り
出
せ

ば
、
民
へ
の
配
慮
や
柔
軟
な
対
応
を
示
す
と
い
う
点
で
道
家
思
想

を
反
映
す
る
一
段
と
も
取
れ
る
が
、
や
は
り
、
こ
れ
も
前
後
の
文
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脈
全
体
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
確
か
に
前
半
部
は
民
の
側

へ
の
柔
軟
な
対
応
を
説
い
て
い
る
が
、
後
半
部
は
、
そ
の
よ
う
に

し
て
教
化
し
た
民
を
「
雖
有
高
山
、
鼓
而
乗
之
（
高
山
有
り
と
雖

も
、
鼓
し
て
之
に
乗
ぜ
し
む
ご
「
興
之
必
疾
、
夜
以
接
日
（
之
を

興
す
に
は
必
ず
疾
く
し
、
夜
以
て
日
に
接
ぐ
）
」
（
四

3
2
s
3
3
)

の

よ
う
に
、
厳
格
な
態
度
で
使
役
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
説
か
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
段
に
は
、
末
端
の
統
治
を
柔
か
ら
剛
ヘ

と
段
階
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
発
想
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
、
同
じ
く
道
家
思
想
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
箇
所
、

例
え
ば
、
「
除
害
興
利
、
慈
愛
万
姓
（
害
を
除
き
利
を
興
し
、
万
姓

を
慈
愛
せ
よ
ご

(
-
5
0
S
5
1
)
、
「
変
民
習
俗
（
民
の
習
俗
を
変
え

る
こ
と
に
慎
重
で
あ
れ
）
」
（
三
4
0
)
と
い
う
共
同
体
の
習
俗
へ
の

配
慮
も
、
単
に
道
家
思
想
の
「
柔
弱
」
を
説
く
も
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
、
法
治
の
貫
徹
を
最
終
目
標
と
す
る
―
つ
の
統
治
術
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
「
為
吏
之
道
」
に
は
、
民
や
地
域
社
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
説
く
部
分
、
所
轄
の
周
辺
環
境
へ
の
留
意
点
を
説
い
た
部
分
な

ど
も
あ
る
。
『
従
政
』
も
、
大
局
的
な
見
地
か
ら
「
民
」
に
言
及
す

る
こ
と
は
あ
る
が
、
「
為
吏
之
道
」
の
視
野
は
、
あ
く
ま
で
統
治
の

現
場
に
限
定
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
例
え
ば
、
「
審
知
民
能
、

善
度
民
力
」
(
-
1
8
S
1
9
)
と
い
う
の
は
、
民
の
能
力
の
実
態
を
正

確
に
把
握
せ
よ
と
い
う
も
の
で
、
『
従
政
』
の
「
人
を
善
み
す
」
と

い
う
態
度
に
類
似
す
る
と
も
言
え
る
が
、
や
や
性
格
は
異
な
る
で

あ
ろ
う
。
「
為
吏
之
道
」
で
把
握
せ
よ
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
あ
く

ま
で
所
轄
の
「
民
」
の
実
態
で
あ
り
、
賢
者
と
し
て
登
用
す
べ
き

隠
れ
た
才
能
で
は
な
い
。

ま
た
、
留
意
す
べ
き
周
辺
環
境
と
し
て
示
さ
れ
る
の
は
、
「
城
郭

官
府
」
（
三

08)
な
ど
中
央
官
庁
に
も
共
通
す
る
も
の
も
あ
る
と
言

え
る
が
、
多
く
は
「
門
戸
関
鍮
」
（
三

09)
、
「
肝
陪
津
橋
」
（
三

14)
、

「
倉
庫
禾
粟
」
（
三
2
0
)
、
「
水
火
盗
賊
」
（
三

25)
、
「
衣
食
餓
寒
」

（
三
3
1
)
「
畜
産
肥
歯
」
（
三
3
5
)
な
ど
、
末
端
統
治
の
現
場
を
前

提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
総
じ
て
、
「
為
吏
之
道
」

で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
統
治
の
現
場
に
於
け
る
吏
の
あ
り
方
、

特
に
占
領
地
政
策
に
於
て
摩
擦
を
い
か
に
緩
和
す
る
か
と
い
う
点

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
傾
向
は
『
従
政
』
か
ら
は
特

に
読
み
取
れ
な
い
。

確
か
に
、
張
光
裕
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
役
人
が
自
己
の
言
葉

を
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
素
は
、
『
従
政
』
に
も
「
為
吏
之

道
」
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
釈
文
は
、
『
従
政
』
乙
0
1
の
「
十

日
口
恵
而
不
係
」
（
口
先
だ
け
は
恵
み
深
い
こ
と
を
言
っ
て
お
き
な

が
ら
実
態
が
そ
れ
に
伴
わ
な
い
）
に
つ
い
て
、
「
為
吏
之
道
」
の
「
戒

之
戒
之
、
言
不
可
追
」
（
四

48)

（
戒
め
よ
、
戒
め
よ
。
一
旦
口
に

し
た
言
葉
は
追
い
か
け
て
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
）
を
同
意

と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
「
為
吏
之
道
」
に
は
同
様
の
主
旨
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を
説
い
た
も
の
と
し
て
、
他
に
「
慎
之
慎
之
、
言
不
可
追
」
（
ニ

35)
、

「
口
、
闊
也
。
舌
、
機
也
。
一
曙
失
言
、
四
馬
弗
能
追
也
」
（
五
2
9

1
3
1
)
な
ど
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
言
葉
を
慎
重
に
せ
よ

と
い
う
程
度
の
共
通
点
に
過
ぎ
な
い
。
役
人
の
留
意
点
と
し
て
当

然
の
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
両
者
の
間
に

強
い
共
通
性
が
あ
っ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
釈
文
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
る
、
『
従
政
』
と
「
為
吏
之
道
」

と
の
具
体
的
な
共
通
点
は
こ
れ
一
箇
所
で
あ
る
。
同
じ
く
役
人
の

心
得
を
説
く
文
献
と
は
い
え
、
実
際
の
類
似
性
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
い
の
は
、
そ
の
想
定
す
る
役
人
の
レ
ベ
ル
や
文
献
編
集
の
意
図

が
そ
も
そ
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
両
者
の
性
格
の
相
違
は
、
「
為
吏
之
道
」
と
同
時
に
出

土
し
た
「
語
書
」
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
語
書
」
は
、

秦
王
政
の
二
十
年
（
紀
元
前
ニ
ニ
七
年
）
四
月
、
南
郡
守
騰
が
治

下
に
発
布
し
た
文
書
で
、
そ
こ
に
は
、
「
良
吏
」
「
悪
吏
」
を
明
快

に
定
義
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

．
凡
良
吏
明
法
律
令
、
事
無
不
能
也
。
又
廉
潔
敦
怒
而
好
佐
上
、

以
一
曹
事
不
足
獨
治
也
。
故
有
公
心
、
又
能
自
端
也
、
而
悪

輿
人
緋
治
、
是
以
不
争
署
。
（
凡
そ
良
吏
は
、
法
律
令
に
明
ら

か
に
し
て
、
事
能
く
せ
ざ
る
無
し
。
又
廉
潔
敦
悠
に
し
て
上

を
佐
く
る
を
好
み
、
一
曹
事
を
以
て
独
治
す
る
に
足
ら
ず
と

す
る
な
り
。
故
に
公
心
有
り
、
又
能
く
自
ら
端
し
、
而
し
て

人
と
緋
治
す
る
を
悪
む
。
是
を
以
て
署
を
争
わ
ず
。
）

•
悪
吏
不
明
法
律
令
、
不
知
事
、
不
廉
潔
、
無
以
佐
上
、
愉
惰

疾
事
、
易
口
舌
、
不
羞
辱
、
軽
悪
言
而
易
病
人
、
無
公
端
之

心
、
而
有
冒
抵
之
治
、
是
以
善
訴
事
、
喜
争
署
。
（
悪
吏
は
法

律
令
に
明
ら
か
な
ら
ず
、
事
を
知
ら
ず
、
廉
潔
な
ら
ず
、
以

に
く

て
上
を
佐
く
る
無
く
、
愉
惰
に
し
て
事
を
疾
み
、
口
舌
し
易

く
、
羞
辱
あ
ら
ず
、
軽
く
悪
言
し
て
易
く
人
を
病
み
、
公
端

の
心
無
く
、
而
し
て
冒
抵
の
治
有
り
。
是
を
以
て
善
く
事
を

訴
え
、
喜
び
て
署
を
争
う
。
）

こ
の
よ
う
に
、
良
吏
•
悪
吏
を
分
か
つ
基
準
は
、
法
律
令
に
精

通
し
て
い
る
か
否
か
、
吏
と
し
て
の
職
分
を
遵
守
し
越
権
行
為
を

し
な
い
か
ど
う
か
な
ど
、
主
と
し
て
法
治
主
義
下
に
於
け
る
勤
務

態
度
と
実
務
能
力
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
語
書
」
は
、
こ
の
よ

う
に
吏
の
良
・
悪
を
定
義
し
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
こ
れ

は
、
「
以
吏
為
師
」
（
『
韓
非
子
』
五
謡
篇
）
と
い
う
思
想
が
統
治

の
現
場
で
も
実
際
に
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。

但
し
、
そ
の
吏
と
は
、
あ
く
ま
で
末
端
統
治
の
現
場
に
於
て
活

動
す
る
小
吏
で
あ
り
、
中
央
官
庁
の
高
官
な
ど
で
は
な
い
。
「
語
書
」

は
、
「
吏
」
を
こ
の
よ
う
に
定
義
す
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。①
今
法
律
令
已
具
突
、
而
吏
民
莫
用
、
郷
俗
淫
決
之
民
不
止
。

(143) 



（
今
、
法
律
令
巳
に
具
わ
る
も
、
而
し
て
吏
民
用
い
る
莫
く
、

郷
俗
淫
決
の
民
止
ま
ず
。
）

②
令
吏
民
皆
明
知
之
、
母
至
於
罪
。
（
吏
民
を
し
て
皆
明
ら
か
に

之
を
知
り
、
罪
に
至
る
こ
と
母
か
ら
し
む
。
）

③
今
法
律
令
已
布
、
聞
吏
民
犯
法
為
間
私
者
不
止
、
私
好
、
郷

俗
之
心
不
妻
。
（
今
、
法
律
令
巳
に
布
か
る
る
も
、
吏
民
の
法

を
犯
し
間
私
を
為
す
者
止
ま
ず
、
私
好
・
郷
俗
の
心
変
わ
ら

ざ
る
を
聞
く
。
）

①
は
、
法
律
令
が
完
備
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
統
治
が
貫
徹
し
な

い
原
因
の
―
つ
を
「
吏
民
」
に
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
吏
が
秦

の
法
律
令
を
民
に
明
示
し
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
吏
と
民
が
癒
着

し
一
体
と
な
っ
て
い
る
か
ら
郷
俗
が
改
良
さ
れ
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
吏
民
」
が
一
括
し
て
非
難
さ
れ
る
対
象
と
な

っ
て
い
る
。

そ
こ
で
南
郡
守
騰
は
、
②
の
よ
う
な
追
加
措
置
に
よ
り
、
吏
民

に
対
し
て
法
律
令
の
徹
底
と
遵
守
を
指
示
し
た
と
す
る
。
し
か
し

こ
う
し
た
措
置
に
よ
っ
て
も
な
お
、
③
の
よ
う
に
、
そ
の
改
善
が

見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
「
語
書
」
は
そ
こ
で
、
「
悪
吏
」
掃
討
の
た

め
の
具
体
的
な
発
令
を
下
す
。

•
今
且
令
人
案
行
之
、
學
劾
不
従
令
者
、
致
以
律
、
論
及
令
・

丞
。
又
且
課
縣
官
、
獨
多
犯
令
而
令
・
丞
弗
得
者
、
以
令
・

丞
聞
。
（
今
且
に
人
を
し
て
之
を
案
行
し
、
令
に
従
わ
ざ
る
者

を
挙
劾
し
、
致
す
に
律
を
以
て
し
、
論
ず
る
こ
と
令
・
丞
に

及
ば
し
む
。
又
且
に
県
官
を
課
し
、
独
り
令
を
犯
す
こ
と
多

く
し
て
、
而
も
令
・
丞
得
ざ
る
者
は
、
令
・
丞
を
以
て
聞
せ

ん
と
す
。
）

．
其
蜜
最
多
者
、
嘗
居
曹
奏
令
・
丞
、
令
・
丞
以
為
不
直
、
志

千
里
使
有
籍
書
之
、
以
為
悪
吏
。
（
其
の
画
最
も
多
き
者
、
当

居
の
曹
、
令
・
丞
に
奏
し
、
令
・
丞
以
て
「
不
直
」
と
為
し
、

千
里
（
郡
下
）
に
志
し
て
籍
も
て
之
を
書
す
こ
と
有
ら
し
め
、

以
て
「
悪
吏
」
と
為
せ
。
）

つ
ま
り
、
郡
か
ら
県
に
視
察
官
を
派
遣
し
て
、
不
正
な
吏
を
検

挙
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
吏
を
監
督
す
べ
き
県
の
令
・
丞
の
責
任

を
追
及
す
る
。
ま
た
、
不
正
の
前
科
が
最
多
と
な
る
吏
に
つ
い
て

は
、
県
で
「
不
直
」
の
吏
と
し
た
上
で
全
郡
に
通
達
し
、
「
悪
吏
」

の
烙
印
を
押
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
語
書
」
に
於
て
「
吏
」
と
は
、
民
と
癒
着
し
て

不
正
を
働
く
こ
と
さ
え
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
吏
は
本
来
、

秦
の
法
律
を
民
に
明
示
し
、
そ
の
徹
底
を
指
導
す
る
立
場
に
あ
り

な
が
ら
、
官
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
む
し
ろ
民
と
と
も
に
教
導
す
べ

き
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
吏
民
」
と
い
う
表
現
は
、
そ

う
し
た
意
識
を
如
実
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

吏
が
官
よ
り
も
む
し
ろ
民
の
側
に
近
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
の

は
、
彼
ら
が
現
地
採
用
者
で
あ
る
こ
と
に
も
起
因
し
よ
う
。
吏
は
、
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心
情
的
に
は
む
し
ろ
民
の
側
に
近
接
す
る
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
故
に
南
郡
守
騰
は
、
吏
を
明
確
に
「
良
」
「
悪
」
に
二

分
し
た
上
で
、
「
悪
吏
」
を
排
除
す
る
こ
と
こ
そ
が
法
治
の
貰
徹
に

と
っ
て
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
睡
虎
地

秦
墓
竹
簡
「
為
吏
之
道
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。
「
為
吏

之
道
」
は
、
雑
多
な
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
は
言
え
、
基
本
的

に
は
、
統
治
の
現
場
に
於
て
、
吏
が
「
郷
俗
」
と
の
折
り
合
い
を

付
け
な
が
ら
秦
の
法
治
を
貫
徹
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
点
に
留
意
す
れ
ば
よ
い
か
を
箇
条
書
き
風
に
ま
と
め
た
書
で
あ

っ
た
。
そ
の
吏
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
現
場
で
働
く
役
人
で
あ
り
、

「
語
書
」
に
よ
れ
ば
、
「
吏
民
」
と
し
て
む
し
ろ
民
と
一
括
さ
れ
る

存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
従
政
』
が
念
頭
に
置
く
「
従
政
」
者
と

は
相
当
の
懸
隔
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
儒
家
の
「
従
政
」

そ
れ
で
は
、
『
従
政
』
に
於
け
る
「
従
政
」
者
、
お
よ
び
『
従
政
』

の
編
纂
の
意
図
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

先
述
の
通
り
、
『
従
政
』
で
は
、
他
の
伝
世
儒
家
系
文
献
で
孔
子

の
言
と
さ
れ
て
い
る
内
容
が
、
「
従
政
」
者
の
心
得
と
し
て
「
聞
之

日
」
と
聞
き
書
き
の
体
裁
で
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
「
従
政
」
の

「
刑
」
を
用
い
る
こ
と
の
誤
り

心
得
を
説
い
た
後
に
「
是
以
日
」
と
し
て
『
論
語
』
に
類
似
す
る

言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
従
政
』

は
、
基
本
的
に
は
孔
子
の
言
を
主
な
素
材
と
し
な
が
ら
、
儒
家
自

身
に
と
っ
て
の
「
従
政
」
の
意
義
や
心
得
を
説
く
文
献
で
あ
っ
た

と
推
測
で
き
よ
う
。

但
し
、
そ
れ
ら
の
類
似
句
も
全
く
同
一
と
い
う
訳
で
は
な
く
、

文
の
構
成
や
論
点
が
や
や
異
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
『
従
政
』
の
文
言
と
伝
世
儒
家
系
文
献
に
於
け
る
孔
子
言
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
改
め
て
三
つ
の
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
て
み

よ
う
。第
一
は
、
多
少
の
表
現
の
異
な
り
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様

の
言
辞
と
認
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ま
ず
確
認
し
て

み
よ
う
。

①
0
1
教
之
以
刑
則
遂
。

②
11
可
言
而
不
可
行
、
君
子
不
言
。
可
行
而
不
可
言
、
君
子
不

一丁°
ヽ
1

③
1
2
持
善
不
厭
゜

④
14
有
所
有
餘
而
不
敢
蓋
之
、
有
所
不
足
而
不
敢
弗
【
勉
】
。

⑤
1
5
母
暴
、
母
虐
、
母
賊
、
母
貪
。
不
修
不
武
、
謂
之
必
成
則

暴
、
不
教
而
殺
則
虐
。
命
無
時
、
事
必
有
期
則
賊
。
為
利
柾

0
5
事
則
貪
。

①
は
、
「
教
」
化
の
手
段
と
し
て
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を
説
く
も
の
で
あ
る
。
『
論
語
』
為
政
篇
の
「
子
日
、
道
之
以
政
、

齊
之
以
刑
、
民
免
而
無
恥
、
道
之
以
徳
、
齊
之
以
證
、
有
恥
且
格
」

や
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
「
子
日
、
夫
民
教
之
以
徳
、
齊
之
以
證
、

則
民
有
格
心
、
教
之
以
政
、
齊
之
以
刑
、
則
民
有
遮
心
」
に
類
似

す
る
。②
は
、
君
子
の
言
動
が
慎
重
の
上
に
も
慎
重
で
あ
る
べ
き
こ
と

を
説
く
も
の
で
、
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
『
細
衣
』
、
『
礼
記
』
細

衣
篇
に
ほ
と
ん
ど
同
文
が
見
え
る
。
郭
店
楚
簡
•
上
博
楚
簡
『
細

衣
』
に
「
子
日
、
可
言
不
可
行
、
君
子
弗
言
。
可
行
不
可
言
、
君

子
弗
行
」
、
『
礼
記
』
縦
衣
篇
に
「
子
日
、
王
言
如
絲
、
其
出
如
綸
。

王
言
如
綸
、
其
出
如
絆
。
故
大
人
不
借
源
言
。
可
言
也
、
不
可
行
。

君
子
弗
言
也
。
可
行
也
、
不
可
言
、
君
子
弗
行
也
。
則
民
言
不
危

行
、
而
行
不
危
言
芙
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

③
は
、
君
子
が
善
行
の
持
続
を
厭
わ
ぬ
こ
と
を
説
く
も
の
で
、

『
礼
記
』
曲
礼
上
篇
の
「
博
聞
強
識
而
譲
、
敦
善
行
而
不
怠
、
謂

tI、君
子
不
盛
人
之
歓
、
不
喝
人
之
忠
、
以
全
交
也
」
と
類

似
す
る
。
④
も
、
『
礼
記
』
中
庸
篇
に
「
庸
徳
之
行
、
庸
言
之
謹
、

有
所
不
足
、
不
敢
不
勉
、
有
餘
不
敢
盟
、
言
顧
行
、
行
顧
言
」
と

し
て
、
ほ
と
ん
ど
同
文
が
見
ら
れ
る
。
⑤
も
表
現
に
は
多
少
の
相

違
が
あ
る
も
の
の
、
『
論
語
』
発
日
篇
の
「
四
悪
」
と
ほ
と
ん
ど
同

内
容
と
言
っ
て
よ
い
箇
所
で
あ
る
。

第
二
の
類
型
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
表
現
に
は
相
当
の
違

い
が
あ
る
が
、
主
旨
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
0
4
簡
の
「
是
故
君
子
慎
言
而
不
慎
事
」

は
、
言
葉
と
実
行
の
関
係
に
つ
い
て
論
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
言

葉
を
慎
重
に
、
行
動
を
果
敢
に
と
い
う
主
旨
は
、
『
論
語
』
里
仁
篇

の
「
子
曰
、
古
者
言
之
不
出
、
恥
射
之
不
逮
也
」
や
「
子
日
、
君

子
欲
訥
於
言
、
而
敏
於
行
」
を
想
起
さ
せ
る
。

ま
た
、
1
2
簡
の
「
敦
行
不
倦
、
持
善
不
厭
、
雖
世
不
識
、
必
有

知
之
」
と
あ
る
の
は
、
君
子
の
「
行
い
を
敦
く
し
て
倦
ま
ず
、
善

を
持
し
て
厭
わ
ず
」
と
い
う
様
子
は
一
般
に
は
評
価
さ
れ
な
い
が
、

必
ず
そ
れ
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
は
い
る
、
の
意
で
あ
る
。
こ
の

主
旨
は
、
『
論
語
』
学
而
篇
の
「
人
不
知
而
不
檻
、
不
亦
君
子
乎
」

に
関
連
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

1
9
簡
の
「
聞
之
日
、
行
瞼
致
命
」
は
、
君
子
は
危
険
な
行
動
の

最
中
に
あ
っ
て
も
そ
の
志
を
挫
折
さ
せ
る
こ
と
な
く
使
命
を
果
た

す
の
意
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
「
命
」
を
生
命
と
理
解
し
、

君
子
は
真
に
価
値
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
危
険
を
冒
し
て
命
を
投

げ
出
す
と
い
う
意
味
に
取
れ
ば
、
『
論
語
』
子
張
篇
に
「
子
張
日
、

士
見
危
致
命
」
と
あ
る
の
が
連
想
さ
れ
る
。

乙
0
4
簡
の
「
聞
之
日
、
？
誨
而
恭
遜
、
教
之
勧
也
。
恩
温
良
而

忠
敬
、
仁
之
宗
【
也
】
」
は
、
反
省
と
謙
虚
が
「
教
」
の
模
範
で
あ

り
、
温
厚
と
忠
敬
が
「
仁
」
の
本
で
あ
る
と
説
く
も
の
で
、
他
の

文
献
に
全
く
の
同
文
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
個
々
の
表
現
は
、
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『
礼
記
』
儒
行
・
内
則
・
祭
統
・
縦
衣
の
各
篇
、
『
論
語
』
為
政
篇

な
ど
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
『
礼
記
』
儒
行
篇
に
「
副

良
者
、
仁
之
本
也
」
、
『
論
語
』
為
政
篇
に
「
子
日
、
臨
之
以
荘
、

則
敬
、
孝
慈
、
則
忠
、
皐
善
而
教
不
能
、
則
勧
」
な
ど
と
あ
る
の

が
そ
れ
で
あ
る
。
表
現
の
類
似
性
は
や
や
低
い
が
、
主
旨
は
こ
れ

ら
に
類
似
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
第
一
と
第
二
の
類
型
は
、
表
現
の
類
似
性
に
差
は
あ
る

も
の
の
、
い
ず
れ
も
、
伝
世
儒
家
系
文
献
と
『
従
政
』
と
の
間
に
、

内
容
面
に
於
て
相
当
の
関
連
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
表
現
は
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、

内
容
や
論
点
に
や
や
相
違
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
こ

れ
を
第
三
の
類
型
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
前
記
の
通
り
、
「
善
人
」
の
語
は
『
論
語
』
に
も
見
ら
れ

る
が
、
『
従
政
』
の
よ
う
な
意
味
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

『
従
政
』
に
於
け
る
「
善
人
」
は
「
人
を
善
み
す
る
」
「
賢
士
一
人

を
得
る
」
、
即
ち
他
者
の
能
力
を
見
抜
い
て
高
く
評
価
し
登
用
す
る

と
い
う
意
味
で
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
『
論

語
』
に
は
見
ら
れ
な
い
「
善
人
」
像
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
従
政
』

が
敢
え
て
こ
う
し
た
「
善
人
」
像
を
提
示
し
た
の
は
、
賢
人
の
登

用
と
い
う
要
素
を
特
に
導
き
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
か
ら
在
野
の
賢
人
の
登
用
と
い
う
観
点
が
『
従
政
』
の
―
っ

の
特
色
と
し
て
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
「
0
5
五
徳
、
一
日
寛
、
二
日
恭
、
二
日
恵
、
四
日
仁
、
五

日
敬
。
君
子
不
寛
則
無

06
以
容
百
姓
、
不
恭
則
無
以
除
辱
、
不
恵

則
無
以
衆
民
、
不
仁
0
7
則
無
以
行
政
、
不
敬
則
事
無
成
」
も
、
『
論

語
』
陽
貨
篇
や
発
日
篇
と
の
類
似
部
分
で
あ
る
が
、
「
五
徳
」
の
内

訳
は
「
寛
」
「
恭
」
「
恵
」
「
仁
」
「
敬
」
で
あ
り
、
党
日
篇
の
「
五

美
」
、
即
ち
「
恵
而
不
費
」
「
努
而
不
怨
」
「
欲
而
不
貪
」
「
泰
而
不

鶉
」
「
威
而
不
猛
」
と
は
や
や
異
な
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
五
徳

の
内
訳
を
説
く
部
分
は
陽
貨
篇
に
類
似
し
、
そ
の
点
に
関
し
て
は

第
一
の
類
型
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
陽
貨
篇
は

そ
れ
ら
五
者
を
実
践
で
き
る
者
が
「
仁
」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、

「
仁
」
を
他
の
四
者
と
同
列
に
置
く
『
従
政
』
と
は
、
や
は
り
微

妙
な
相
違
が
あ
る
。

更
に
、
前
稿
で
復
元
し
た
『
従
政
』
の
竹
簡
連
接
に
よ
れ
ば
、

『
従
政
』
で
は
、
こ
の
「
五
徳
」
の
前
に
「
四
悪
」
を
説
く
部
分

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
四
悪
」
「
五
徳
」

の
順
と
な
り
、
『
論
語
』
舞
言
日
篇
と
は
説
明
の
順
序
が
逆
転
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
節
の
構
成
も
、
陽
貨
篇
と
党
日
篇
と
を
折
衷
し

た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
お
り
、
単
に
『
論
語
』
の
特
定
の
箇
所
に

類
似
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
『
従
政
』
に
は
『
従
政
』

な
り
の
論
理
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
様
の
観
点
か
ら
、
最
後
に

1
7
S
1
8
簡
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
は
、
『
従
政
』
の
編
纂
意
図
の
問
題
に
も
関
わ
る
の
で
は
な
い
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か
と
思
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

・
【
先
】
1
7
人
則
啓
道
之
、
後
人
則
奉
相
之
、
是
以
日
君
子
難
得

而
易
使
也
。
其
使
人
器
之
。
小
人
先
之
、
則
絆
敢
之
。
【
後
人
】

1
8
則
暴
毀
之
、
是
以
日
小
人
易
得
而
難
使
也
、
其
使
人
必
求

備
焉
。

・
人
に
先
ん
ず
れ
ば
則
ち
之
を
啓
き
道
き
、
人
に
後
る
れ
ば
則

ち
之
を
奉
じ
相
く
。
是
を
以
て
日
く
、
君
子
は
得
難
き
も
而

し
て
使
い
易
き
な
り
。
其
の
人
を
使
う
に
之
を
器
に
す
。
小

人
は
之
に
先
ん
ず
れ
ば
、
則
ち
之
を
絆
致
し
、
人
に
後
る
れ

ば
1
8
則
ち
之
を
暴
毀
す
。
是
を
以
て
日
く
、
小
人
は
得
易
き

も
而
し
て
使
い
難
き
な
り
。
其
の
人
を
使
う
や
必
ず
備
わ
る

を
求
む
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
是
以
日
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
内
容
は
、
『
論
語
』
子
路
篇
の
「
子
日
、
君
子
易
事
而
難
説
也
。

説
之
不
以
道
、
不
説
也
、
及
其
使
人
也
、
器
之
。
小
人
難
事
而
易

説
也
。
説
之
雖
不
以
道
、
説
也
、
及
其
使
人
也
、
求
備
焉
」
と
ほ

と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
『
従
政
』
と
孔
子
の
言
と
の
密
接
な
関
係
が

指
摘
で
き
る
部
分
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

但
し
、
『
論
語
』
で
は
、
「
君
子
は
事
え
易
き
も
説
ば
せ
難
き
な

り
」
「
小
人
は
事
え
難
き
も
説
ば
せ
易
き
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
君
子
」
（
ま
た
は
「
小
人
」
）
と
そ
れ
に
使
わ
れ
る
者
と
の
対
比

に
な
っ
て
い
る
。
部
下
か
ら
見
た
場
合
、
「
君
子
」
が
お
仕
え
し
や

す
い
上
司
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
君
子
が
「
之
を
器
に
す
」
、

つ
ま
り
決
し
て
無
理
難
題
を
押
し
つ
け
ず
、
部
下
の
器
量
に
応
じ

て
仕
事
を
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
君
子
を
喜
ば
せ
る
こ
と

が
難
し
い
の
は
、
「
之
を
説
ば
す
に
道
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
説
ば
ざ

る
な
り
」
、
つ
ま
り
、
君
子
に
廿
言
や
贈
賄
は
通
用
し
な
い
か
ら
で

あ
る
（
注
5
)
0

こ
れ
に
対
し
て
、
小
人
が
仕
え
に
く
い
と
さ
れ
る
の
は
、
小
人

が
自
分
の
こ
と
は
棚
に
上
げ
た
ま
ま
部
下
に
は
ひ
た
す
ら
無
理
難

題
を
押
し
つ
け
、
あ
る
ゆ
る
能
力
を
要
求
し
て
仕
事
の
完
璧
を
求

め
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
小
人
を
喜
ば
せ
易
い
の
は
、
不
正
な

や
り
方
で
喜
ば
せ
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
子
路
篇
で
は
、
上
に
立
つ
者
と
そ
の
部
下
と
の

関
係
に
於
て
、
主
と
し
て
「
事
（
仕
え
る
）
」
「
説
（
喜
ば
せ
る
）
」

と
い
う
部
下
の
視
点
か
ら
そ
の
難
易
が
対
照
的
に
説
明
さ
れ
て
い

る。
で
は
、
『
従
政
』
も
同
様
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
『
従
政
』
も
「
君

子
」
と
「
小
人
」
を
対
比
す
る
と
い
う
構
図
は
同
じ
で
あ
る
。
し

か
し
、
君
子
が
高
く
評
価
さ
れ
る
理
由
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
ま
ず
、
君
子
は
自
分
の
能
力
や
実
績
が
他
者
よ
り
優
れ
て
い

る
場
合
、
他
者
を
見
く
び
っ
た
り
見
捨
て
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と

を
せ
ず
、
劣
っ
た
者
に
は
道
を
開
き
、
遅
れ
を
取
り
戻
せ
る
よ
う

に
指
導
し
て
や
る
。
逆
に
、
自
身
が
他
者
よ
り
劣
っ
て
い
る
場
合
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に
は
、
そ
の
人
の
足
を
引
っ
張
っ
た
り
、
妬
ん
だ
り
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
人
を
尊
重
し
、
支
援
す
る
よ
う
努
め
る
。
君
子
は
、

人
間
関
係
に
於
て
こ
の
よ
う
な
美
点
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
故
に

（
孔
子
も
）
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
君
子
は
ど
こ

に
で
も
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
得
難
い
貴
重
な
存
在
で
あ

る
。
だ
が
そ
の
才
能
を
見
出
し
て
一
旦
登
用
す
れ
ば
、
上
司
に
と

っ
て
は
非
常
に
使
い
や
す
い
存
在
と
な
る
。
ま
た
、
そ
の
君
子
が

部
下
を
使
う
場
合
に
も
、
決
し
て
無
理
難
題
を
押
し
つ
け
る
こ
と

な
く
、
部
下
の
器
量
に
応
じ
た
使
い
方
を
す
る
、
と
。

一
方
、
小
人
が
批
判
さ
れ
る
理
由
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

小
人
は
他
者
に
勝
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
そ
の
優
位
を
保

っ
た
め
に
、
他
者
を
そ
の
地
位
に
つ
な
ぎ
止
め
、
そ
れ
以
上
自
分

に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
。
逆
に
他
人
に
後
れ
を
取
っ
た
場
合

に
は
、
他
人
を
蹴
落
と
す
た
め
に
彼
を
誹
謗
中
傷
す
る
。
小
人
は
、

こ
の
よ
う
に
上
下
の
人
間
関
係
に
於
て
多
く
の
問
題
を
発
生
さ
せ

易
い
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
（
孔
子
も
）
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
小
人
を
得
る
こ
と
は
た
や
す
い
が
、
実
際
に
登

用
し
て
み
る
と
極
め
て
使
い
辛
い
。
ま
た
、
そ
の
小
人
が
部
下
を

使
役
す
る
際
に
も
他
人
に
だ
け
は
完
璧
を
求
め
る
、
と
。

こ
の
よ
う
に
、
『
従
政
』
は
、
ま
ず
「
君
子
」
「
小
人
」
が
そ
れ

ぞ
れ
他
者
よ
り
優
れ
て
い
る
場
合
、
劣
っ
て
い
る
場
合
、
と
い
う

二
つ
の
状
況
を
仮
定
し
て
、
君
子
が
い
ず
れ
の
場
合
に
於
て
も
い

か
に
良
好
な
上
下
関
係
を
築
く
こ
と
の
で
き
る
人
格
者
で
あ
る
か
、

ま
た
小
人
が
い
か
に
社
会
不
適
合
な
人
間
で
あ
る
か
を
説
く
。
そ

の
上
で
『
従
政
』
は
、
「
君
子
」
「
小
人
」
を
登
用
す
る
と
い
う
局

面
を
想
定
し
、
登
用
し
た
上
司
と
そ
の
人
物
と
の
関
係
、
登
用
さ

れ
た
人
物
（
君
子
）
と
そ
の
君
子
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
部
下

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
子
路
篇
に
類
似
す
る
言
葉
を
引
用

し
つ
つ
説
明
に
努
め
る
の
で
あ
る
。

即
ち
こ
こ
に
は
、
「
君
子
」
を
見
出
す
人
物
（
例
え
ば
君
主
）
と

登
用
さ
れ
る
べ
き
「
君
子
」
と
そ
の
君
子
に
仕
え
る
部
下
と
の
三

者
の
関
係
が
説
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、
『
論
語
』
子
路

篇
と
の
構
造
的
な
相
違
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
子
路
篇
が
説
く

の
は
、
君
子
（
ま
た
は
小
人
）
と
部
下
と
の
二
者
の
関
係
に
つ
い

て
の
み
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
二
者
の
関
係
で
完
結
す
る

子
路
篇
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
得
難
い
君
子
を
見
出
し
て

登
用
す
る
と
い
う
観
点
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
君
子
を
登
用
し
た

上
司
と
登
用
さ
れ
た
君
子
と
の
関
係
も
説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
重
視
し
て
推
測
を
進
め
る
と
、
『
従
政
』
の
資
料

的
性
格
や
編
纂
意
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
『
従
政
』
が
、
孔
子
の
言
を
基
盤
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
儒

家
系
文
献
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。
右
の
よ
う
に
若
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干
の
相
違
点
は
指
摘
で
き
る
も
の
の
、
『
従
政
』
に
「
聞
之
日
」
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
伝
世
儒
家
系
文
献
に
「
子
日
」
ま

た
は
「
孔
子
日
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
孔
子
の
言
と
ほ
ぼ
重
複
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
こ
で
説
か
れ
る
「
従
政
」
者
と
は
、
王
や
君
主
を
意

味
す
る
の
で
は
な
い
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
睡
虎
地
秦
簡
「
為
吏

之
道
」
「
語
書
」
に
見
え
る
よ
う
な
「
吏
」
で
は
な
い
。
更
に
、
君

子
・
賢
人
を
登
用
す
る
と
い
う
観
点
の
存
在
を
重
視
す
れ
ば
、
『
従

政
』
で
想
定
さ
れ
て
い
る
「
従
政
」
者
は
、
世
襲
等
に
よ
っ
て
既

に
そ
の
地
位
に
あ
る
高
級
官
僚
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
才
能
を
見

出
さ
れ
登
用
さ
れ
る
よ
う
な
在
野
の
人
格
者
で
あ
っ
た
可
能
性
も

高
い
。
『
従
政
』
が
「
為
政
」
で
は
な
く
敢
え
て
「
従
政
」
の
語
を

使
用
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
意
識
を
反
映
し
て
い
る
か
ら
で
は
な

か
ろ
う
か
。

と
す
れ
ば
、
こ
の
文
献
は
、
あ
る
べ
き
「
為
政
」
者
や
「
従
政
」

者
の
姿
を
一
般
論
と
し
て
説
い
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
儒
家
集

団
自
身
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
「
従
政
」
の
際
の
心
得
を
、
孔

子
の
言
を
織
り
込
み
な
が
ら
編
集
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
意
味
で
は
、
こ
の
文
献
は
、
広
く
世
界
に
向
け
て
発
信

さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
他
な
ら
ぬ
儒
家
集
団
自
身
が
希
求

し
た
、
言
わ
ば
内
部
文
書
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ

る。

た
だ
、
こ
の
こ
と
は
、
『
従
政
』
が
終
始
内
部
文
書
と
し
て
秘
匿

さ
れ
た
文
献
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
訳
で
は
な
い
。
当
初
は
、

そ
う
し
た
性
格
を
帯
び
て
い
た
と
し
て
も
、
後
に
そ
れ
が
政
治
論

と
し
て
広
く
宣
揚
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
は
残
る
。
特
に
、
在
野

の
「
従
政
」
者
を
登
用
す
る
と
い
う
観
点
は
、
彼
ら
儒
家
自
身
を

「
従
政
」
者
と
し
て
登
用
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
と
し
て
、
為
政

者
に
向
け
力
説
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

孔
子
自
身
は
、
「
子
日
、
荀
有
用
我
者
、
期
月
而
已
可
。
三
年
有

成
（
子
日
く
、
荀
く
も
我
を
用
い
る
者
有
ら
ば
、
期
月
の
み
に
て

も
可
な
り
。
三
年
に
し
て
成
す
有
ら
ん
）
」
（
『
論
語
』
子
路
篇
）

と
、
「
従
政
」
の
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
、
一
国
の
命
運
を
左
右
す
る

よ
う
な
「
従
政
」
者
の
地
位
に
就
く
こ
と
は
遂
に
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
孔
子
集
団
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
理
想
を
実
現
す
る
最
も
重

要
な
方
法
の
―
つ
は
、
彼
ら
自
身
が
「
従
政
」
者
と
な
り
、
国
政

に
参
与
し
て
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
孔
子
の
弟
子
の
内
、
子
路
は
魯
や
衛
の
行
政
に
携
わ
り
、

仲
弓
は
季
氏
の
宰
と
し
て
、
子
夏
は
菩
父
の
宰
と
し
て
行
政
に
あ

た
る
な
ど
、
実
際
に
「
従
政
」
者
と
し
て
活
躍
す
る
者
も
現
れ
る

（注

6)°

し
か
も
そ
う
し
た
彼
ら
が
、
「
子
路
問
政
」
（
『
論
語
』
子

路
篇
）
、
「
仲
弓
為
季
氏
宰
、
問
政
」
（
同
）
、
「
子
夏
為
草
父
宰
、

問
政
」
（
同
）
、
「
子
張
問
政
」
（
『
礼
記
』
仲
尼
燕
居
篇
、
『
論
語
』

顔
淵
篇
）
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
進
ん
で
孔
子
に
「
問
政
（
政
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本
稿
で
は
、
上
博
楚
簡
『
従
政
』
の
思
想
的
特
質
や
編
纂
意
図

に
つ
い
て
伝
世
儒
家
系
文
献
や
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
と
の
比
較
を
通

し
て
検
討
を
進
め
て
き
た
。
『
従
政
』
は
、
他
な
ら
ぬ
儒
家
自
身
が

必
要
と
し
た
、
「
従
政
」
の
心
得
を
説
く
文
献
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。で
は
、
そ
の
成
立
時
期
や
学
派
性
と
い
っ
た
も
の
は
、
ど
の
程

度
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
通
り
、
上
博
楚
簡
に
つ
い

て
は
、
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
に
よ
る
ニ
ニ
五
七
土
六

五
年
前
と
い
う
C
1
4
の
測
定
値
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
注
7
)
。
こ
の

数
値
は
、
一
九
五

0
年
を
定
点
と
す
る
国
際
基
準
に
従
え
ば
、
前

三
0
七
土
六
五
年
、
即
ち
前
三
七
二
年
か
ら
前
二
四
二
年
を
意
味

す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
下
限
は
、
秦
の
将
軍
白
起
が
郡
を
占

領
し
、
楚
が
遷
都
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
前
二
七
八
年
に
設
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
結
局
、
筆
写
年
代
は
前
三
七
二
年
か
ら
前
二
七
八

結

五
口-m" 

治
の
要
諦
に
つ
い
て
質
問
）
」
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
孔

子
の
弟
子
門
人
た
ち
に
と
っ
て
「
従
政
」
は
、
常
に
追
求
す
べ
き

切
実
な
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
博
楚
簡
『
従
政
』
は
、

そ
う
し
た
儒
家
集
団
の
強
い
要
請
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
献

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

年
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
文
献
の
成
立
時
期
は
、
当
然
、
こ
の

写
年
代
を
遡
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
『
従
政
』
は
、
遅
く
と
も
戦
国

時
代
中
期
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
儒

家
の
系
譜
の
上
で
は
、
孟
子
以
前
の
孔
子
の
弟
子
門
人
た
ち
が
想

定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

孔
子
の
死
後
、
儒
家
集
団
は
、
「
子
張
」
「
子
思
」
「
顔
氏
」
「
孟

氏
」
「
漆
離
氏
」
「
仲
良
氏
」
「
孫
氏
」
「
楽
正
氏
」
の
八
派
に
分
裂

し
た
と
い
う
（
注
8)°

仮
に
、
『
従
政
』
が
こ
の
内
の
い
ず
れ
か
の
学

派
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
可
能
性

が
最
も
高
い
の
は
、
子
張
学
派
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
従
政
』

と
伝
世
儒
家
系
文
献
と
の
重
複
部
分
に
子
張
関
係
の
資
料
が
多
い

か
ら
で
あ
る
。

『
従
政
』
の
主
題
で
あ
る
「
従
政
」
に
つ
い
て
、
『
論
語
』
の
中

で
孔
子
に
質
問
し
て
い
る
の
は
子
張
で
あ
り
、
そ
の
箇
所
は
古
く

は
「
子
張
問
」
篇
と
称
さ
れ
て
い
た
と
の
説
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

『
従
政
』
で
特
徴
的
な
言
莱
で
あ
っ
た
「
善
人
」
に
つ
い
て
も
、

子
張
は
『
論
語
』
の
中
で
「
善
人
の
道
」
と
は
何
か
と
孔
子
に
尋

ね
て
い
る
（
先
進
篇
）
。
更
に
、
「
従
政
」
に
は
、
賢
者
の
登
用
、

即
ち
登
用
さ
れ
る
側
か
ら
す
れ
ば
仕
官
と
い
う
観
点
が
存
在
し
た

9
0
,
9
J
 

が
、
『
論
語
』
の
中
で
、
「
干
禄
（
禄
を
干
む
る
）
」
こ
と
を
学
ん

だ
と
さ
れ
る
の
も
、
や
は
り
子
張
で
あ
る
（
為
政
篇
）
。
も
っ
と
も
、

『
従
政
』
は
こ
れ
以
外
の
多
く
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
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現
時
点
で
は
、
単
純
に
子
張
学
派
の
著
作
と
即
断
す
る
こ
と
は
避

け
て
お
き
た
い
。
し
か
し
、
『
従
政
』
の
中
に
子
張
に
関
わ
る
要
素

が
多
々
あ
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
右
の
点
に
も
関
わ
る
が
、
孔
子
没
後
の
儒
家
集
団
の

活
動
、
主
と
し
て
「
孔
子
言
」
の
形
成
の
問
題
に
つ
い
て
、
若
干

の
展
望
を
記
し
て
お
き
た
い
。

本
稿
の
検
討
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
近
年
公
開
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
戦
国
楚
簡
の
中
に
は
、
『
論
語
』
『
礼
記
』
な

ど
伝
世
儒
家
系
文
献
に
於
け
る
孔
子
言
と
類
似
す
る
文
言
が
し
ば

し
ば
見
ら
れ
る
。
郭
店
楚
簡
お
よ
び
上
博
楚
簡
の
『
細
衣
』
は
、

文
字
通
り
『
礼
記
』
細
衣
篇
と
、
上
博
楚
簡
『
民
之
父
母
』
は
『
礼

記
』
孔
子
開
居
篇
と
、
そ
れ
ぞ
れ
基
本
的
に
は
重
複
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。
郭
店
楚
簡
『
語
叢
』
に
も
、
『
論
語
』
に
於
け
る
孔
子
の

言
と
の
類
似
句
が
散
見
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
『
従
政
』
に
於
て
も
、
『
礼
記
』
細
衣
篇
や
『
論

語
』
陽
貨
篇
・
党
日
篇
な
ど
に
見
え
る
孔
子
の
言
と
の
類
似
句
が
、

「
聞
之
日
」
と
い
う
聞
き
書
き
の
体
裁
で
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

「
是
以
日
」
と
し
て
記
さ
れ
る
言
葉
が
、
『
論
語
』
に
於
け
る
孔
子

の
言
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
現
象
を
総
合
的
に
勘
案
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
戦
国
楚
簡

が
形
成
さ
れ
た
時
期
に
は
、
既
に
相
当
の
孔
子
の
言
が
蓄
積
さ
れ
、

儒
家
集
団
の
中
で
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ

る
。
両
者
の
重
複
の
度
合
い
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の
類
似
現
象
が

全
く
の
偶
然
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
も
っ
と
も
、
孔
子
の

言
行
録
で
あ
る
『
論
語
』
が
、
そ
の
当
時
、
現
行
本
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
形
で
既
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
『
従

政
』
と
の
類
似
部
分
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
検
討
し
た
通
り
、
表

現
や
内
容
に
若
干
の
揺
ら
ぎ
が
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
っ
た
。

た
だ
、
『
従
政
』
の
編
者
や
読
者
に
は
、
「
聞
之
日
」
や
「
是
以

日
」
と
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
誰
の
言
葉
で
あ
る
か
が
分
か
る
と
い
う

共
通
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
理
解
が

形
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、
孔
子
の
言
が
あ
る
程
度
テ
キ
ス
ト
化
さ

れ
、
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
郭
店

楚
墓
の
造
営
時
期
や
上
博
楚
簡
の
筆
写
年
代
を
基
準
に
す
れ
ば

（注
9
)
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
化
は
孔
子
の
没
後
さ
ほ
ど
時
を
経
な

い
う
ち
に
開
始
さ
れ
、
遅
く
と
も
戦
国
時
代
の
前
半
に
は
一
定
の

共
有
化
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
国
楚
簡
と
伝
世
儒
家
系
文
献
と
の
重
複
現
象

は
、
孔
子
の
弟
子
門
人
た
ち
が
、
孔
子
亡
き
後
ど
の
よ
う
に
思
想

活
動
を
展
開
し
た
か
に
つ
い
て
、
重
要
な
手
か
が
り
を
与
え
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
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(
1
)
『
論
語
注
疏
』
刑
昂
疏
に
「
正
義
日
、
此
緋
三
論
篇
章
之
異
也
。
齊

論
有
問
王
知
道
、
多
於
魯
論
二
篇
、
所
謂
齊
論
語
二
十
二
篇
也
。
古

論
亦
無
此
問
王
知
道
二
篇
、
非
但
魯
論
無
之
、
古
論
亦
無
也
。
古
論

亦
無
此
二
篇
、
而
分
莞
日
下
章
子
張
問
以
為
一
篇
、
有
雨
子
張
、
凡

二
十
一
篇
」
と
あ
る
。

(
2
)
拙
稿
「
秦
帝
国
の
吏
観
念
ー
雲
夢
秦
簡
「
語
書
」
「
為
吏
之
道
」
の

思
想
史
的
意
義
ー
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
七
集
、
一
九
九
五

年
）
、
お
よ
び
拙
著
『
中
国
古
代
軍
事
思
想
史
の
研
究
』
第
三
部
第
二

章
「
秦
の
法
思
想
」
（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
。

(
3
)
途
中
、
何
箇
所
か
句
の
冒
頭
を
示
す
と
思
わ
れ
る
「
．
」
記
号
が

あ
る
。

(
4
)

以
下
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
の
引
用
に
際
し
て
は
、
『
睡
虎
地
秦
墓
竹

簡
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九

0
年
）
に
従
う
。
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』

の
釈
文
や
注
釈
な
ど
を
参
照
し
、
筆
者
な
り
に
釈
読
し
た
も
の
を
掲

げ
る
。
文
末
の
（
）
内
の
数
字
は
、
竹
簡
段
落
と
竹
簡
番
号
を
示

す
。
例
え
ば
、
（
ニ

0
6
S
1
2
)
は
、
第
二
段
の
第
六
簡
か
ら
第
十
二
簡

と
い
う
意
味
で
あ
る
。

(
5
)
こ
の
孔
子
の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
「
説
」
を
「
悦
」
と
同
義
で
あ
る

と
す
る
理
解
が
通
行
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
従
っ
た
が
、
一

方
で
は
「
説
」
（
言
説
、
説
得
）
の
意
と
す
る
別
解
も
あ
る
。
今
、
こ

注

の
点
に
つ
い
て
即
断
す
る
こ
と
は
避
け
て
お
く
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
『
従
政
』
の
側
に
は
「
説
」
と
い
う
要
素
が
そ
も
そ
も
見
ら
れ
な

い
の
は
、
大
変
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
。

(
6
)
『
史
記
』
儒
林
列
伝
は
、
そ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
「
自
孔
子
卒
後
、

七
十
子
之
徒
散
滞
諸
侯
、
大
者
為
師
偲
卿
相
、
小
者
友
教
士
大
夫
、

或
隠
而
不
見
。
故
子
路
居
衛
、
子
張
居
陳
、
溜
蛋
子
羽
居
楚
、
子
夏

居
西
河
、
子
貢
終
於
齊
。
如
田
子
方
・
段
干
木
・
呉
起
・
禽
滑
腋
之

隔
、
皆
受
業
於
子
夏
之
倫
、
為
王
者
師
」
と
記
す
。

(
7
)

「
馬
承
源
先
生
談
上
海
簡
」
（
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』
（
上

海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
）
。

(
8
)
『
韓
非
子
』
顕
学
篇
に
、
「
自
孔
子
之
死
也
、
有
子
張
之
儒
、
有
子

思
之
儒
、
有
顔
氏
之
儒
、
有
孟
氏
之
儒
、
有
漆
離
氏
之
儒
、
有
仲
良

氏
之
儒
、
有
孫
氏
之
儒
、
有
栗
正
氏
之
儒
」
と
あ
る
。

(
9
)

郭
店
楚
墓
の
造
営
時
期
に
つ
い
て
は
、
墓
葬
形
態
や
多
く
の
副
葬

品
に
対
す
る
考
古
学
的
な
分
析
に
よ
り
、
紀
元
前
三

0
0年
頃
と
す

る
の
が
定
説
で
あ
る
。
上
博
楚
簡
の
筆
写
時
期
に
つ
い
て
は
前
記
の

通
り
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
上
博
楚
簡
と
郭
店
楚
簡
と
は
、
戦
国
時

代
中
期
の
楚
墓
に
副
葬
さ
れ
た
ほ
ぼ
同
時
期
の
資
料
と
見
な
さ
れ
る
。
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